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6. アルゼンチンにおけるダイズ急性枯死症の病原

〔要約〕 アルゼンチンの大豆主要栽培地帯に発生したダイズ急性枯死症の罹病植物から Fusarium菌を

分離し、形態学的な観察をするとともに、温室内での接種試験による病徴の再現および病原菌の再分離

の結果、病原は Fusariumsolani [ sp. g_lycinesと同定される。
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［背景・ねらい］

アルゼンチンでは、大豆栽培の拡大に伴ってダイズ急性枯死症の発生が目立つようになり、大豆主要栽

培地帯のうち、コルドバ州およびサンタフェ州で多発している 。地域によ っては発生面積率が 80%を越

える圃場もある (Vallone,200 I)。アルゼンチンにおけるダイズ急性枯死症の発生については、既に Ploper

(1992)および Ivancovich(1993)が報告しているが、病原学的検討がまだ不十分である。そこで、アル

ゼンチンにおける大豆主要栽培地帯の圃場より急性枯死症の罹病個1本を採集し、病徴を観察するととも

に、病原菌の分離、病徴の再現、病原菌の再分離というコッホの三原則に基づいで病原を同定する。

［成果の内容• 特徴］

I. 病徴および標徴 ：ダイズ急性枯死症は、初め葉に黄色の斑点を生じ、業脈間が褐変して全1本が葉焼け

状態になって落葉する（図 I)。側根および主根上部が赤褐色になり 、細根が腐敗するために抜けやす

くなる（図 2)。主根上部の表面にはしばしば白 ～青色の Fusariumの大型分生胞子塊が認め られる。

2. Fusarium 菌の分離 ：病原菌は、各地 （コルドバ州ラスロサス、ヘネラル ・ロ カ、ツクマン1-1-1サン ・

アグスチン）から採集した罹病植物の胚軸下部～主根上部の赤褐色部分から高い頻度で分離される 。病

原菌は、 ① PDA培地上で生育が極めて遅く、その生育速度は腐生性 Fusariumsolaniの 1/2~ 1/3であ

ふ ②小分生子は形成しないが、50μm以上の大分生子を形成するので、それより小さい腐生性 F.solani 

とは形態的に区別できる。

3. 接種による病徴再現 ：菌株の病原性を調べるため、病原菌を‘ノルガム粒に培養し、乾燥後粉砕して一

定量接種し、約 lヶ 月栽培した後、発病調査を行う 。病徴は 2週間目ころから黄斑を生じ（図 3)、後

に葉脈間が褐変する （図4)。葉および根の病徴は圃場のものと同様である。

4. 病原菌の再分離 ：POA培地に置床した罹病個休の主根上部、主根下部および側根部の組織片よ り病

原菌が再分離され、培地上で確認できる （表 I)。

5. 以上のとおり、コ ッホの三原則を満たしており 、アルゼンチンのダイズ急性枯死症の病原は Fusarium

solani f sp. gl)lcinesと同定できる。

［成果の活用面・留意点］

アルゼンチンにおけるダイズ急性枯死症の病原が明らかになったので、より精度の高い簡易検定法が確

立され、大豆抵抗性品種育成が効率的に雅進される 。
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［具体的データ］

図 1 圃場におけるダイズ急性枯死症の葉の病徴 図2 ダイズ急性枯死症の根の病徴

表 1 接種罹病植物からの Fusariumso/anif. sp. glycines MJ161の再分離

分離部位 供試組織片数 分離組織片数＊ 分離率％

主根上部 25 19 76.0 

主根下部 25 4 16.0 

側根部 25 12 4忍o
ヽ

*PDA培地に分離して菌株を確認 • 

図3 温室における初期病徴 図4 温室における葉の病徴
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